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【企画趣旨】

行動分析学では、発達障害等の特性（認知や行動の特性、

症状など）と、それを取り巻く周囲の環境要因の不適合状

態から児童生徒の行動問題が生じると考える。この問題の

解消に向けて、行動とそれに伴う結果の結びつき（随伴性）

から行動の目的（機能）を推定し、行動の目的に沿って適

切な行動の学習や学校や家庭の環境改善を行い、結果とし

て行動問題を減少させるアプローチをとることが有効とさ

れている。この様な手法は機能的アセスメント（

）と呼ばれ、アメリカでは、

に位置づ

けられているなど、 が行動問題への対応のスタンダー

ドになっている。実際に、 を適用した支援を計画・実

施した研究は多く、子どもに前向きな変容が生じるという

知見が蓄積されている（ など）。わが

国でも に基づく行動支援の計画や実践は行われ、有効

性を示す研究の蓄積が進んでいる（野口・加藤 など）。

この様に、科学的に実証されたアプローチを学校教育の

現場で活用するためには、教職員に対する研修の在り方の

検討が重要となる。事実、近年は の研修の在り方に関

する研究も行われており、行動分析学の基礎的な知識を取

り上げた講義や計画作成のための演習が、教職員の計画作

成にかかるスキルを高めるという知見が示されている（大

久保ら など）。

一方、この様な実証の前提には、研修を通じて知識が得

られたか、妥当性の高い行動支援計画が作成されたか、と

いったことを評価する指標を設けることが重要となる。研

修プログラムの効果を評価するに当たっては、いくつかの

先行研究において評価規準・基準の検討が行われており、

妥当性・信頼性の高い指標の提案は、この領域の研究・実

践を広げる上で重要といえる。

そこで、本シンポジウムでは、行動問題の解決アプロー

チとして有効な知見の蓄積がみられる を国内に普及さ

せるために、研修効果を検証するための規準・基準の妥当

性や信頼性に関して議論を行う。

【話題提供者の趣旨】

「特別支援学校教員を対象とした行動問題に関する一日研

修の効果検討」（加藤 慎吾 氏）

本実践は、知的障害特別支援学校の教員を対象として、

機能的アセスメントに基づいた行動問題支援を実践する際

に必要な知識と技術の獲得に、講義を中心とした一日研修

プログラムの効果を検討することを目的とした。特に、問

題となる行動の機能という視点から行動問題に対する介入

に関する知識について検討を行った。評価の指標として、

（ ）の一部を日本語に訳したもの

を用いた。研修の効果とともに、

の妥当性について報告する。

「 インタビューのプロセスに対する評価」

（大久保 賢一 氏）

の方法は、大きくインタビュー、直接観察、実験的

分析の つに分かれる。その中でもインタビューは、最も

簡便に実施することができ、効率的に実施すれば短時間で

多くの情報を収集することが可能となる方法である。イン

タビューによる を実施する者は、）事例に関する質問

を行う、 ）聴き取った情報を適切に要約して整理する、 ）

整理した情報に基づき行動支援計画（

： ）を作成する、） を実行する（実行を促す）、

） の効果を評価して必要に応じて修正する、というプ

ロセスを実行することになる。つまり、 に関わる研修

を客観的に評価するためには、これらのプロセスそれぞれ

に関する評価方法についての検討が必要であるということ

である。話題提供においては、発表者のこれまでの一連の

研究について紹介し、研修成果の評価とその課題について

検討を深めたい。

「 研修の効果評価」（加藤 哲文・若林 上総）

特別支援学校に在籍する児童生徒に奇声、他害、自傷、

学習活動からの逸脱などの強度の行動問題が少なからず見

られる。行動上の問題に対応するためには、行動の機能を

把握し、機能的に等価な行動を習得し、さらに維持、般化

できるよう指導を計画することが望まれる。この様な視点

から特別支援学校に所属する教員の専門性を高めるため、

日間に渡り機能的アセスメントの活用、機能的アセスメン

トに基づく行動支援計画の作成、といったスキルの習得を

目指した研修を実施した。

評価は、機能的アセスメントの知識量を測定するための

の択一式選択問題からなる知識テスト、作成された行動

支援計画に対する作成者自身の介入受容性（

）を測定する尺度、さらに行動支援計画の作

成技術について予め定めた評価規準をもとに複数の専門家

が評定した結果の平均を用いて行われた。話題提供におい

ては、研修前、研修中、研修後、フォローアップの各期で

得られた得点とその変化から考えられた研修の効果ととも

に、この研究を通して活用した評価規準・規準を紹介し、

その内容を議論したい。
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